
タイトル 

東日本大震災の教訓を風化させず、熊本へ、そして未来へ 

南三陸町の中小企業実態調査の報告、エネルギーシフトから学ぶ持続可能な社会について 

 

 

内容 

中小企業家同友会全国協議会（以下 中同協）主催の総会が、今年は 7 月 14 日（木）、15 日（金）に、大阪

にて開催します。 

中同協とは、全国都道府県の中小企業家同友会（約 4 万 6 千社）による協議体です。各地同友会の自主性を尊

重し、その代表者による協議によって、目的を達成するために必要な活動を行います。この総会は、中同協の最

高決議機関で、各同友会から選出された代議員 1200 名が、議案の審議を行います。 

開催意義は、次の 4 点です。①いかなる経営環境の変化にも対応できる強じんな企業づくりと 21 世紀型中小

企業づくりを推進する、②中小企業憲章の精神を広げ、地域の新しい可能性を広げる機会にする、③会の歴史と

理念を深く学び、組織強化をし、地域内の組織率 10％を目指し前進する、④自主的・平和的な日本経済の繁栄

へ向けて、持続可能な社会づくりを広める機会にする。特に、南三陸町の中小企業実態調査の報告や、エネルギ

ーシフトから、持続可能な地域社会構築を学び、全国へ広げます。 

さらに、今回は、iPS 細胞研究所 所長 山中 伸弥 教授に、特別挨拶で中小企業にエールを送っていただ

きます。現在、iPS 細胞研究所には 400 名以上の研究員、研究支援員が雇用されていますが、その 9 割は、非正

規雇用です。国からの支援のほとんどは期限付きで、使途が限られているため、長期的な活用できる財源の確保

として「iPS 細胞研基金」への寄付を中小企業に募っています。 

 

 

開催日時：7 月 14 日（木）13 時～7 月 15 日（金）１2 時 

会場：シェラトン都ホテル 

14 日（木）14 時 30 分（予定）より「宮城県南三陸町中小企業実態調査と企業づくり・地域復興 ～持続可能な

地域社会構築のために～」というテーマで分科会を開催します。 

15 日（金）10 時（予定）より「持続可能な社会をつくり、地域と日本の新しい未来を切り拓く ～エネルギー

シフトの学習と実践を～」をテーマに、パネルディスカッションを行います。 

 

問い合わせ先 

大阪府中小企業家同友会 事務局 阪口 侑 

〒540-0011 大阪市中央区農人橋 2-1-30 谷町八木ビル 4F 

TEL：06-694-1251 FAX：06-6941-8352 

HP：http://osaka.doyu.jp/ 

 

 


